資料２

市町村の相談支援体制アセスメント実施結果概要









【調査結果概要】

　○調査期間　令和７年９月１１日～１２月１９日
　○調査対象　４３市町村
　○回答状況　２２市町村



















市町村の相談支援体制アセスメント実施結果概要




・委託相談に主任相談支援専門員がいる市町村：1８
・基幹相談支援センターに主任相談支援専門員がいる市町村：１６






















市町村の相談支援体制アセスメント実施結果概要

・相談支援専門員の質の向上や人材育成に向けた取組みがある市町村：19
・地域で主任相談支援専門員が集まる場がある市町村：13
















	





人材育成の取組内容
・自立支援協議会、部会内で研修会開催
・事例検討会の開催
・個別相談への対応や個別支援会議への参画等のスーパービジョン





市町村の相談支援体制アセスメント実施結果概要


・地域課題の抽出ができている市町村：14
・地域課題の認定の場がある市町村：15




















解決した地域課題例

・市民、支援者へのサービスや資源の活用方法や啓発などのリーフレット作成
・教育機関と福祉機関で情報共有や検討、勉強会などを行う合議体の設定
・「避難所における障害者支援ガイド」を作成







市町村の相談支援体制アセスメント実施結果概要

大阪府自立支援協議会情報交換会

■開催日時：令和８年２月４日（水曜日）　１３時００分～１６時００分
■開催場所：大阪府咲洲庁舎２階　咲洲ホール
■対 象 者： 地域自立支援協議会 事務局構成メンバー
　　　　　　　（市町村職員、基幹相談支援センター及び委託相談支援事業所職員の方等）
■内　　 容：第１部　講義
　　　　　　　　　「相談支援体制の充実・強化～相談支援地域アセスメントシートの活用～」
　　　　　　　　第２部　情報交換会（９グループに分かれて意見交換等）
　　　　　　　　その他　大阪府からの伝達事項　等















アンケート結果


○実際に活用した市からの報告が聞けてよかった。
○地域課題の抽出について、エビデンスが必要ということが分かった。
○アセスメントシート作成後にどのように生かすのか、行政と事業所で考える必要があると感じた。
○課題と感じている部分を整理していくために必要だということがよく理解できた。
○行政と相談支援、民間事業所等が地域の状況について共通認識をもつことが必要だと改めて感じた。

















市町村の相談支援体制アセスメント実施結果参考資料























参考資料





　市町村で想定している相談支援専門員１人当たりの標準取扱件数
　　回答市町村平均：３１．４人（回答市町村：１０）

　相談支援専門員１人当たりの標準取扱件数
　　回答市町村平均：３４．１４人（回答市町村：１８）

　市町村で想定している不足している相談支援専門員の人数
　　回答市町村平均：７人（回答市町村：７）



地域課題の認定の場

あり
[パーセンテージ]
なし
[パーセンテージ]

地域課題の認定の場	有	無	15	7	
地域課題の抽出

[分類名] [パーセンテージ]
[分類名] [パーセンテージ]


できている	できていない	14	8	
基幹相談支援センター

あり
[値]
なし
 [値]

基幹相談支援センターへの配置	有	無	16	6	
委託相談

あり
[値]
なし
[値]

主任相談支援専門員の配置	有	無	18	4	
人材育成に向けた取組みの有無

あり
[値]
なし
[値]

有	無	19	3	
主任相談支援専門員が集まる場の有無

あり
 [値]
なし
[値]

有	無	13	9	
